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イヤリング クローゼッ トの冷却

 の展開時には、 ク ローゼッ ト内のすべての受電装置が、冷却を必要
る潜在的熱源であるこ とに留意するこ とが重要です。 LAN スイ ッ
、 標準的なオフ ィ ス環境 （最高温度 40°C [104°F]） で動作するよ う
計されています。水を煮沸する場合を考える と、熱源が強力である
水は早く沸騰します。ワイヤ リ ング クローゼッ トの Main Distribution

ility （MDF） にあるスイ ッチの場合も同じ こ とがいえます。 ク ロー
ッ トの過熱を避けて、 サーマル シャ ッ ト ダウンを防止する必要があ
す。 過熱の防止には、 次の 3 つの方法があ り ます。

エアフローを増強する

周囲の温度を下げる

エネルギー効率の高い装置を使用する

の 2 つのソ リ ューショ ンは、 クローゼッ トのドアに換気口を追加するこ
ら専用ルーム エアコンの設置までと さまざまです。 どのソ リ ューション
択するにしても、 空気の入れ替えや冷却に使用する機器もまた、 商用電
障害から保護する必要があり ます。 そう しなければ、 ランタイムを保証
こ とはできません。 電源障害よ り も深刻なのは、 UPS のバッテリが完全
電する前に、熱による過負荷でシステム障害が引き起こされるこ とです。

N スイ ッチでは、 電力はデータ と インラ イン  PoE に使用されます。
タ処理に使用される電力は 100% がク ローゼッ ト内にとどま り ま
、 PoE 電力ではとどまる割合は 11 ～ 15% です。 また、 電源装置と

S では効率損失によ り熱が発生します。合計する と、このエネルギー
は入力電力の 30% を超える場合があ り ます。

： UPS を使用した構成では、 総発熱量は 30% 増加します。

ステム全体のアベイラビリテ ィ

co Catalyst 4500 シ リーズ スイ ッチは、企業、サービス  プロバイダー、
びその他のさまざまなお客様が必要とする復元力を常に発揮でき
うに発展しています。シスコシステムズは、構成に 2 基のスーパー
ザ エンジンを使用する  Cisco Catalyst 4507R および 4510R スイ ッチ
Stateful Switchover （SSO） 冗長性テク ノ ロジーを組み込みました。
 はソフ ト ウェアをアップグレードするだけで実装でき、1 秒未満の
ールオーバーを実現します。これによって、一方のスーパーバイザ
ジンに障害が発生しても、 データ、 ワイヤレス、 マルチキャス ト
オ、セキュ リ ティ、PoE といったサービスを継続的に提供できます。
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データ
発熱量
（BTU/Hr）

PoE 発熱量
（BTU/Hr）

総発熱量
（BTU/Hr）

03 2800 W 80 3661 519 4180
06 2800 W 80 3752 478 4230
07R 4200 W 202 5969 1207 7176
10R 4200 W 190 6289 1135 7424
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Cisco Catalyst 4500 における PoE に関するハイ
概要

プの重要性

oIP） と併せて Power over Ethernet （PoE） を実装する最
、複数のネッ ト ワークを統合できるこ とです。ネッ ト

されるこ とで、電源バッ クアップ、 メンテナンス、およ
簡素化され、同時に、従来型の音声ネッ ト ワークのハ

ティをデータ  ネッ ト ワークにも拡張できます。 この概
Catalyst® 4500 シ リーズ スイ ッチにおける  PoE のハイ
ィについて説明します。

： AC UPS と  AC 受電 DC UPS の比較

コンセン トに接続された標準的な AC UPS を示してい
 DC に変換され、 バッテ リに蓄えられます。 バッテ リ
への給電に使用される と きは、 スイ ッチの AC 電源装

よ うに DC 電流が AC に再変換されます。スイ ッチ内の
分の通信機器と同様に） DC 電力で動作するため、 ス
装置は電流を再び DC に変換します。 このよ うに、従
ッチの構成では商用電源の電流が 3 回変換され、 変換
力損失と余分な熱が発生します （各回で約 10%）。

 の接続

 DC UPS のソ リ ューシ ョ ンを図示したものです。 UPS
変換されます。DC 電力はバッテ リに蓄えられ、スイ ッ

C-P 電源装置に送られます （1400 W DC は電源装置の
しています。定格入力は 8600 W DC です）。プロセス全

C 変換は 1 回だけです。 DC UPS は、 同格の AC UPS
と比べる と、必要な電力も発生する熱も少なくて済みま
電 DC UPS は小型の強力なバッテ リ を使用しているた
も大幅に拡張します。

 DC UPS の接続

UPS の電源ラインの調整

UPS のラインの調整には通常、 3 つのレベルがあ り ます。第 1 のレベル
である 「Offline」 は、 基本的なバッテ リ  バッ クアップを提供し、 低電
流の一般的なアプリ ケーシ ョ ンでよ く使用されます。第 2 のレベルであ
る 「Line Interactive」 は、 ラ イン電圧のスパイ クやサージの大部分に対
応して電圧を安定させます。 商用電源に障害が起きる と、 多くの場合、
バッテ リ電力への切り替え中に短時間 （10 ms 未満） の電力損失が発生
します。このレベルを使用する と きは、ご使用の構成で機能するかど う
かを確認してください。第 3 のレベルである 「Online Double Conversion」
は、電圧のスパイクやサージを補正し、電源ラインのノ イズを除去します。

UPS のサイズの決定
UPS の電力は、 KVA 単位で表されます。 UPS の KVA 定格を算定する
には、デバイスの電源入力のラベルから、そこに記されているデバイス
の最大消費電流を確認します。入力電圧に電流を掛けて総 VA を求めま
す。 この VA を  1000 で割る と、 KVA が得られます。

UPS を選択する と きは、 まずアプ リ ケーシ ョ ンが必要とするランタイ
ムを算定します。 これは通常、分単位か時間単位で表されます。たいて
いの停電は 10 分以内に復旧しますが、1 時間以上続く場合もあ り ます。
ダウンタイムの発生が許容できない場合は、ディーゼル自家発電機を設
置して建物の電源をバッ クアップするこ とを検討します。

計算式 ：

VA = 電力 （W） × 1.25

KVA = （電圧 [V] ×電流 [A]） / 1000

注 ： W を  VA に変換する と きに力率を掛ける必要があ り ます。 これに
よって、 電源装置における電力の効率損失を補う こ とができます。

電源管理

Cisco Catalyst 4500 シ リーズ スイ ッチは、 電源装置を組み合わせた冗長
出力モード をサポー ト しています。 VoIP アプ リ ケーシ ョ ンでは冗長
モードの使用が推奨されており、これによって電源ラインや電源装置の
障害からアプリ ケーシ ョ ンを保護するこ とができます。また、 これらの
スイ ッチでは、 管理者は柔軟にポート単位で PoE を有効化できます。

あるポート を 「static」 と して設定する と、 デバイスが接続されていな
くても、 システムは電力を予約できます。 static 設定はプライオ リ テ ィ
の高いポートに使用します。 システムは static ポートの電源をすべて投
入してから、 「auto」 ポートへの給電を開始します。

スイ ッチでは、Cisco Discovery Protocol （CDP） 適合の受電装置もサポー
ト しています。 CDPV2 によって、 受電装置は、 802.3af のク ラ ス要件
（15.4 W） 以外に、 厳密な電力要件を伝達するこ とができます。 シスコ
のク ラス  3 IP フォンの中には、 消費電力が 15.4 W をはるかに下回るも
のがあ り ます。 （最悪の場合ではなく） 正確な電力要件を考慮するこ と
で、 大規模な VoIP の展開時に莫大なコス ト節約が可能となり ます。
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